
TOPIXTOPIX
●　えがおスポーツクラブフェスタ～とうおんスポーツフェスティバル～

●　県外視察特集（岐阜県・愛知県）

 「総合型地域スポーツクラブが受け皿となった部活動地域移行」

●　えがおスポーツクラブフェスタ～とうおんスポーツフェスティバル～

●　県外視察特集（岐阜県・愛知県）

 「総合型地域スポーツクラブが受け皿となった部活動地域移行」

え ひ め 広 域 ス ポ ー ツ セ ン タ ー 情 報 誌

総合型クラブだより（第3号）

住所:愛媛県総合運動公園内　TEL:089-963-2216

その後、マネージングディレクターの榊原さん
から話を伺いました。

　榊原さんは、当時、成岩中学校で教員をして
おり、このＮＡＲＡＷＡ ＷＩＮＧ建築や、法人
設立に尽力された方です。行政や日本スポーツ
協会でも勤務した経験があり、それらの経験を
生かして、ソシオ成岩の運営をされています。

　ソシオ成岩は、25年前、学校週5日制の導入時
から「学校のスリム化」と「開かれた学校づくり」
という考え方のもと、学校の部活動から町の
部活動への変革に取り組んできました。その
当時、学校は週末の部活動を休止し、クラブが
土日の活動を希望する子どもたちの受け皿と
なったそうです。

　現在、ソシオ成岩では、街の部活動支援事業
として、未就学児から中学生までの12年間を
クラブで指導できるシステムを作っています。
時代の流れの一歩先を行く先見性の高さに、
感銘を受けました。

　榊原さんは、クラブの今後の課題として人材
の確保を挙げられました。優秀な人材に地域
クラブで働いてもらうためには、何らかの工夫
が必要だと考えておられました。現在、部活動
の地域移行を進める上でも大きな問題となって
いるのが人材の確保です。探すことももちろん
大切ですが、育てるシステムというところにも
目を向けていく必要があるのではないかと、
今回のクラブ訪問で感じました。



① 羽島市のまちづくり条例の一つに、「地域スポーツクラブの充実のための支援」を
　 位置づけ、総合型地域スポーツクラブが中心となり地域移行を行うようにした。
② 学校と協力し、保護者説明会や地域クラブとの連携を図り、誰もが共通認識で
　 地域移行を行い、移行後も継続して活動できるよう、部活動規約や種目ごとに活動
　 規程を記したハンドブックを作成した。

③ 行政が全面的にバックアップしながら、総合型地域スポーツクラブに地域移行を
　 委託することで、クラブが自立して活動できる環境を構築した。

　羽島市は、行政を中心に、学校、クラブ、他団体と協議しながら地域移行の計画と準備を進め、
最終的に総合型地域スポーツクラブへ委託という流れを作っていました。行政と総合型地域
スポーツクラブが協力して、互いがWinWinの形となる事例はとても参考になりました。
　ハンドブックにつきましても、クラブ化のグランドデザインや、指導者宣誓書など地域移行を
行う際に参考となる資料が記載されていました。広域スポーツセンターに見本がありますので、
興味のある方はご連絡ください。

　愛知県みよし市には、３つの総合型地域スポーツクラブがあり、その中の一つである「なかよし
スポーツクラブ」は、現在会員が約1000名おり、安定した運営ができているクラブです。

　国の部活動地域移行のモデル事業を行った
岐阜県羽島市の「はしまなごみスポーツクラブ」
へ行きました。羽島市役所市民協働部スポーツ
推進課の中尾聡さんから、総合型地域スポーツ
クラブと協働で行っている部活動地域移行に
ついてお話を伺いました。
　岐阜県の部活動の現状は、平日の活動が
週２日で、活動時間も教員の勤務時間の17時
までです。休日は土曜日のみの活動となって
おり、その他の活動は、保護者が指導や見守り
を行っていました。そのような背景もあり、
保護者の負担軽減が目的で部活動地域移行を進めるようになったそうです。
　羽島市で活動している３つの総合型地域スポーツクラブを活動の受け皿に設定し、円滑な
地域移行のために下記のことを行ったそうです。

①
生徒の自主性を育み、
体力や技能の向上を
目指す活動機会の保障

②
生 徒 の興 味 関 心に
応じた魅力ある活動
の創設

③
地域コミュニティの
活性化

　部活動地域移行に関しては、みよし市教育
委員会スポーツ課が中心となって進めている
ようでした。
　みよし市では、休日の中学校部活動をみよし
地域クラブ活動「みよしクラブ」として活動する
ことにしており、この「みよしクラブ」とは、中学校
で行われている部活動とは別に、学校外の地域
の方中心となって行う新しい形のクラブです。

その目標は、

の３つということでした。

　運営団体・実施主体共にみよし市教育委員会
であり、市内の総合型地域スポーツクラブ以外
にもカヌー協会、剣道・弓道連盟、文化協会、
市吹奏楽団等が協力することになっている
そうです。
　みよしスポーツクラブも、毎週土曜日に行って
いるソフトテニス、卓球、サッカー（上級）、
バスケットボール教室を「みよしクラブ」の活動
としており、1回500円を支払えば誰でも参加
できる形で運営しています。
　行政が計画を立てて進めているという点で、一つの参考になりました。今後、部活動の地域
移行と総合型クラブの発展がどのように進んでいくのか注目していきたいです。

　公認アシスタントマネジャー養成テキストにも掲載されており、先進的な事例で全国的にも
注目されている「NPO法人ソシオ成岩スポーツクラブ」を視察しました。
　まず驚いたのが、成岩中学校の敷地内に立っている体育館兼クラブハウス（通称ＮＡＲＡＷＡ ＷＩＮＧ）
で、施設内にはカフェスペースやバス・ジャグジー、屋上には人工芝のテニスコートもあり、とても
学校内にある施設とは思えないものでした。到着してすぐに、施設の見学をさせていただき、


